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１．概要（Summary） 
 強誘電性フィルムの特性評価を行う装置で

あるピエゾ応答力顕微鏡は使用時に、試料に

AC電圧を印加する必要がある。そのため、シ

リカ基板上に電極を作成し導電性を付加する

必要がある。今回、リソグラフィを用いた電

極作製に取り組んだ。 
 

 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 マスクレス露光装置、ズース、現像一式、レジストコータ 
【実験方法】 
① マスクレス露光装置にてマスクを作製 
② サンプルにレジストをスピンコート 

条件： レジスト：AZ1400 4.4cp,  
      500 rpm,10 s  3000 rom, 30 s 

③ ズースに①で作製したマスクをセットし、試料に露光 
④ 現象 
⑤ 研究室内の装置でクロムと金をスパッタ 
⑥ リフトオフ 
 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
電極作製後、強誘電性物質の PVDF を試料表面に堆

積させ、その特性評価をピエゾ応答力顕微鏡でおこなっ

た。試料からは強誘電物質のもつ圧電性を確認すること

ができるとともに、その分極方向をスイッチングにも成功し

た。このことからシリカ基板上への電極作製は成功といえ

る。 
 
 

４．その他・特記事項（Others） 
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